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冠動脈疾患危険因子との関連からみた地域住民における

有用な肥満指標に関する研究
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目的　地域住民において冠動脈疾患危険因子（CRF）の高い者をスクリーニングできる肥満指

標について検討することを目的とした。

方法　1991～97年に地域健康センターで健康診断を受診した15～84歳の地域住民で，心疾患既往

歴などが認められなかった女子3,022人，男子1,526人の計4,551人を対象とした。肥満指標の

BMI（Body Mass Index），％FAT（percentage ofbody fat），WHR（Waist to Hip ratio），WSR

（Waist to Stature ratio），Sub/Tri（subscapular to triceps subcutaneous fat ratio）と，CRFの

SBP（Systolic Blood Pressure），DBP（Diastolic Blood Pressure），HDL-C（High Density

Lipoprotein Cholesterol），LDL-C（Low Density Lipoprotein Cholesterol），TG（triglyceride），

FBS（fasting blood sugar） との関連について相関係数による検討を行った。また，各肥満指

標とCRF高値者割台との関連をみるため，各肥満指標を層別し，年齢調整リスク比を求め

た。

成績　比較した肥満指標のうちWSRと腹囲が男女ともCRFと最も強い相関関係があった。年

齢を調整したCRFのリスク比の比較では，BMI，％Fat，WHR，WSRが増加するとCRFの

リスク比も有意に上昇したが，WSRと腹囲によるリスク比の上昇が最も大きかった。しか

し，FBSとの有意な関連は男性ではみられなかった。また，少なくとも一つのCRFが高値

者となるリスク比でも，WSRや腹囲による年齢調整リスク比の上昇が最も大きく，女性で

はそれぞれ1.7倍（95％IC 1.5-2.0）と1.8倍（95％CI 1.5-2.0），男性ではそれぞれ2.0倍

（95％IC 1.6-2.4），2.5倍（95％CI1.6-3.7）であった。

結論　CRFと肥満指標の関連をみた場合，WSRと腹囲はCRFと最も関連が強くかった。
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